
為替週間展望＝ドル円は上下に振幅しながら軟調な推移か  

　　　　　　　　　　［５月３０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    5 月 23 日～ 5 月 27 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  127.92   128.08(24)    126.36(24)    126.88   -1.00

ユーロ・ドル  1.0559   1.0765(27)    1.0545(23)    1.0748   +0.0184

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    26,781.68      +42.65     日本10年債利回り   0.228   -0.014

ダウ平均株価    32,637.19    +1375.29     米10年債利回り     2.747   -0.034

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３０日　独５月消費者物価指数速報値

　　　　※米国休場（メモリアルデー）

　　　　欧州連合（ＥＵ）首脳特別会合（３１日まで）

３１日　日本４月有効求人倍率、日本４月雇用統計

　　　　日本４月小売業販売額、日本４月鉱工業生産指数速報値

　　　　豪第１四半期経常収支、豪４月住宅建設許可件数

　　　　中国５月製造業購買担当景気指数

　　　　スイス第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）、スイス５月ＫＯＦ先行指数

　　　　独５月雇用統計

　　　　ユーロ圏５月消費者物価指数速報値

　　　　カナダ第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　米３月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米３月住宅価格指数

　　　　米５月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米５月消費者信頼感指数

１日　　豪第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　中国５月財新製造業購買担当景気指数

　　　　ユーロ圏４月雇用統計

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米５月ＩＳＭ製造業景況指数、米４月建設支出

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

２日　　豪４月貿易収支

　　　　スイス５月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏４月生産者物価指数

　　　　米５月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米新規失業保険申請件数、米第１四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米４月製造業受注

　　　　ＯＰＥＣプラス閣僚級会合（オンライン）

３日　　独４月貿易収支

　　　　ユーロ圏４月小売売上高

　　　　米５月雇用統計

　　　　米５月ＩＳＭ非製造業景況指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＲＢによる金融引き締め加速により景気減速が警戒されて米国株

が一段と下落すると、リスク回避の円買いに傾きやすくなろう。米国を中心に株価が荒

れた展開を続けると見込まれる中、ドル円はリスク回避の円買いの動きから上値の重い

展開が続くとした。
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【ドル円は軟調な流れが継続】

　米国株はハイテク株を中心に上値の重い展開が続いてきた。米連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）による金融引き締めの加速により、景気減速懸念が広がったことで米国株が

下落基調で推移してきた。こうした流れを受けて、リスク回避の円買いの動きに傾きや

すくなった。

　　

　一方で、ドルも売られやすい展開となっている。ドルインデックスは５月１３日に１

０５前後まで上昇したものの、それまでの大幅な上昇の反動もあって修正安局面に転じ

て、５月２７日には１０１．４０台まで下落している。ユーロドルが欧州中央銀行（Ｅ

ＣＢ）による利上げ期待の高まりから上昇しており、ドルが対ユーロで売られやすく

なっていることもドル安につながっている。

　　

　５月２５日（日本時間の２６日午前３時）に発表された５月３～４日の米連邦公開市

場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨によると、「大半のメンバーが次回６月と７月の２回の

０．５０％ポイントの大幅利上げを支持」「引き締め後は年末にかけて状況が良くなる

と多くが想定」「バランスシート縮小開始を全員が支持」といった内容が明らかとなっ

た。おおむね市場予想通りの内容となったことで、影響は限定的となった。

　　

　米１０年債利回りは緩やかに低下しており２５日と２６日には一時２．７０％台まで

低下を見せた。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、６月のＦＯＭＣでの０．５０％の利上げ

確率は９３％前後、７月のＦＯＭＣでの０．５０％の利上げ確率は８９％前後と高水準

を維持している。

　　

　５月３０日からの週は６月３日の米雇用統計をはじめとして注目度の高い経済指標が

数多く発表される。３１日には米５月シカゴ購買部協会景気指数、１日には米５月ＩＳ

Ｍ製造業景況指数、２日には米５月ＡＤＰ雇用統計、３日には米５月雇用統計、米５月

ＩＳＭ非製造業景況指数が発表される。米国で景気減速への警戒感が高まる中、予想か

ら下振れするような指標が相次ぐようだと、米株安につながり、米長期金利も低下し

て、ドル円は上値の重い展開で推移するとみられる。

　　

　ＦＲＢによる金融引き締め加速による景気減速懸念が、米国株の一段の下落、米長期

金利の低下、ドル売り円買いにつながりやすい流れが続くとみられる。こうした中、ド

ル円は上下に振幅しながら軟調な推移が継続することとなりそうだ。ドル円の目先の予

想レンジは、１２５．００～１２９．００円。

　　

　上記以外の今後の日米の経済指標やイベントとしては、３１日に日本４月有効求人倍

率、日本４月雇用統計、日本４月小売業販売額、日本４月鉱工業生産指数速報値、米３

月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米３月住宅価格指数、米５月消費者信頼感指数、

１日に米４月建設支出、２日に米新規失業保険申請件数、米４月製造業受注になどがあ

る。

　　

【ユーロドルは引き続き上値を追う展開か】

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）のラガルド総裁は、２３日にブログで、「量的緩和策を７～

９月期の早い時期に終える」「７月の理事会で利上げが可能となる」「７～９月期の終

わりまでにマイナス金利を脱却できる見通し」との見解を示した。さらに２４日にも政

策金利が「７～９月期にプラス圏に転じる可能性が高い」と述べた。

　　

　他のＥＣＢ当局者からも７月からの金融正常化や利上げに対する前向きな発言が出て

おり、ユーロドルは上昇基調で推移している。ＦＲＢによる金融引き締め加速により、

米国は景気減速懸念が広がる中、ドルは軟調な流れに転じている。こうした中、ユーロ

はドルに対して、相対的に堅調な動きを維持するとみられ、ユーロドルはもみ合いなが

らも引き続き上値を追う展開が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０

５５０～１．０９００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３０日に独５月消費者物価指数速報値、３

１日に豪第１四半期経常収支、豪４月住宅建設許可件数、中国５月製造業ＰＭＩ、スイ

ス第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）、スイス５月ＫＯＦ先行指数、独５月雇用統計、



ユーロ圏５月消費者物価指数速報値、カナダ第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）、１日に

豪第１四半期国内総生産（ＧＤＰ）、中国５月財新製造業ＰＭＩ、ユーロ圏４月雇用統

計、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、２日に豪４月貿易収支、ユーロ圏４月生産者物価

指数、３日に独４月貿易収支、ユーロ圏４月小売売上高などがある。
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